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市の人口と世帯　77,433人（前月比△46人）　男38,382人　女39,051人　世帯数 30,395世帯   【２月１日現在】

主な内容

●国民健康保険の保険証の色が
　4月からエンジ色に変わります　    
　　　　　　　　　　　　　  P ４
　
●３月１日～７日は
　　　　　春季全国火災予防週間　
　　　　　　　　　　　　　  P ５
　　   　              
● マイナンバーの提示が必要です
　　　　　　　　　　　　　  P12 



合併 10周年の記念イヤーの最後を飾る、
　　石岡市民で演じる、オリジナルミュージカル。

市民ミュージカル「龍神さまの祝い丘」　

昨
年
の
５
月
か
ら
キ
ャ
ス
ト

を
募
集
し
、
劇
団
東
少
の
協
力
を

得
て
、
石
岡
の
龍
神
山
を
舞
台

に
し
た
物
語
を
創
作
し
ま
し
た
。

11
月
か
ら
の
週
末
、
長
時
間
に

わ
た
る
練
習
を
積
み
、
舞
台
に

臨
む
の
は
小
学
生
14
人
、
高
校

生
４
人
、
大
人
17
人
。
発
声
練

習
か
ら
始
ま
り
、
セ
リ
フ
合
わ

せ
、
立
ち
稽
古
と
、
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
舞
台
を
動
き
回
り
な

が
ら
情
感
を
込
め
て
セ
リ
フ
を

話
す
難
し
さ
や
、
掛
け
合
い
の

間
合
い
、
動
き
を
合
わ
せ
る
タ

イ
ミ
ン
グ
。
初
め
て
の
こ
と
に

取
り
組
む
横
顔
は
、
大
人
も
子

ど
も
も
真
剣
そ
の
も
の
で
す
。

　

迫
り
来
る
龍
の
恐
ろ
し
さ
あ

り
、
若
者
の
恋
模
様
あ
り
、
石

岡
を
舞
台
に
し
た
物
語
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

語
の
舞
台
は
、
八
郷
地

区
と
石
岡
地
区
の
真
ん

中
に
そ
び
え
る
龍
神
山
。

山
麓
に
は
旧
石
器
時
代
か
ら
奈
良

時
代
に
わ
た
っ
て
人
々
が
生
活
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
宮
平
遺
跡

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
山
に
湧
く

清
水
の
泉
は
周
辺
の
人
た
ち
に
崇あ

が

め
ら
れ
、
山
に
住
む
男
龍
・
女
龍

の
龍
神
の
な
せ
る
わ
ざ
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

山
麓
の
村
上
地
区
と
染
谷
地
区

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
佐
志
能
神
社
が

建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

幕があがる
The curtain rise

Stage1

日時／ 3 月 13 日（日）　
　　　 午後 2時 30分開場
　　　 午後 3時　　   開演
場所／石岡市民会館（総社１‒２‒５）
入場券／大人 1,000 円　
　　　　小人 500 円（小・中・高）
※全席自由席です。前売り券が完売した場合、
当日券は販売しませんのでご了承ください。
チケット販売場所／
・市民課（市役所本庁舎２階）
・文化振興課（支所３階）
・石岡市民会館
・石岡商工会議所・石岡市八郷商工会
・まちかど情報センター・中央公民館
■問い合わせ
　文化振興課　☎ 43‒1111（内線 1322）

物公演情報 ticket information

広報いしおか３月１日号  №２５０　　２

facebook で練習風景を公開中！

石岡市合併 10 周年市民ミュージカル
➡検索 見に来てねー！



　

冬
の
晴
れ
間
の
広
が
る
１
月

10
日
、
新
成
人
を
祝
う
式
典
を

石
岡
市
民
会
館
で
開
催
し
ま
し

た
。
８
１
３
人
の
内
の
８
割
に

あ
た
る
６
４
４
人
が
市
内
外
か

ら
出
席
。
会
場
で
は
、
仲
間
と

の
再
会
に
歓
声
の
声
が
絶
え

ず
、
写
真
を
撮
り
合
い
、
昔
を

振
り
返
り
旧
交
を
温
め
合
う
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
今
泉
市
長
の
式

辞
の
中
で
、
プ
ロ
野
球
選
手
イ

チ
ロ
ー
の
「
小
さ
い
こ
と
を
重

ね
る
こ
と
が
、
と
ん
で
も
な
い

と
こ
ろ
へ
行
く
た
だ
ひ
と
つ
の

道
」
と
い
う
言
葉
を
引
用
し
「
ど

ん
な
と
き
で
も
自
分
の
夢
を
忘

れ
ず
、
社
会
人
と
し
て
の
基
本

を
し
っ
か
り
と
身
に
付
け
夢
を

実
現
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
い
う

励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

幕があがる
The curtain rise

Stage2

新たなステージの幕開けが
輝かしいものでありますように－

晴れ着姿に彩られ
　　　　　　　813人の門出

二十歳の抱負
\ 成人式実行委員に聞きました /

自覚と責任、そして周囲への感謝の言葉にあふれていた
今年の成人式。石岡市は皆さんの夢を応援しています。二十歳の抱負二十歳の抱負

３　　広報いしおか３月１日号  №２５０

2‒2

1．司会を務める森戸さん
（右）と樋口さん　2．謝辞
を述べる宮城さん（2-1）と
谷萩さん（2-2）　3．若者に
激励の言葉を贈る今泉市長　
4．4人の新成人の意見発表。
家族、友人への感謝の気持ち
や今後の夢が語られました　
5．投票を呼び掛ける「選挙
のめいすいくん」と記念撮影

2‒11

3

4‒1 4‒2

4‒3 4‒4 5



国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
の
色
が

　
　
　

４
月
か
ら
エ
ン
ジ
色
に
変
わ
り
ま
す

健 康
福 祉

　

市
内
で
の
交
通
不
便
地
区
の
解
消

や
移
動
が
困
難
な
人
の
移
動
手
段
を

確
保
し
、
地
域
の
活
性
化
や
福
祉
の

向
上
を
図
る
た
め
、
乗
合
い
タ
ウ
ン

メ
イ
ト
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

予
約
す
る
に
は

予
約
受
付
セ
ン
タ
ー

☎
２
３
・
５
５
０
０

受
付
時
間
／

午
前
７
時
30
分
〜

午
後
５
時
45
分
ま
で
（
平
日
の
み
）

※
ご
利
用
に
は
、
事
前
登
録
が
必
要

で
す
。

運
行
エ
リ
ア

　

運
行
エ
リ
ア
は
、
原
則
と
し
て
石

岡
市
内
で
す
。
市
域
外
で
も
羽
鳥
・

神
立
駅
、
石
岡
循
環
器
科
脳
神
経
外

科
病
院
、
白
雲
荘
、
カ
イ
ン
ズ
ホ
ー

ム
石
岡
玉
里
店
は
乗
降
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
羽
鳥
駅
に
行
く
場
合
は

八
郷
地
区
か
ら
、
神
立
駅
に
行
く
場

合
は
石
岡
地
区
か
ら
乗
車
す
る
人
に

限
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
10
月
か
ら
、
石

岡
・
八
郷
地
区
間
の
行
き
来
は
乗
り

継
ぎ
が
な
く
な
り
、
直
接
目
的
地
へ

行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

・
市
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
２
２
・
２
４
１
１

・
政
策
企
画
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
３
）

乗
り
継
ぎ
な
し
で
便
利
に

石
岡
市
乗
合
い
タ
ウ
ン
メ
イ
ト

くらし
交 通

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
毎
年

更
新
さ
れ
ま
す
。
４
月
か
ら
は
、
現
在

の
紺
色
か
ら
エ
ン
ジ
色
に
変
わ
り
ま
す
。

３
月
下
旬
に
郵
送

　

保
険
証
は
、
３
月
下
旬
に
配
達
日

な
ど
が
記
録
さ
れ
る
特
定
記
録
郵
便

で
、各
世
帯
主
宛
て
に
郵
送
し
ま
す
。

※
４
月
１
日
ま
で
に
届
か
な
い
場
合

は
、
保
険
年
金
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
75
歳
以
上
が
対
象
の
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
は
、
７
月
末

に
送
付
し
ま
す
。

届
出
・
申
出
が
必
要
な
場
合

・
修
学
の
た
め
に
他
市
町
村
へ
転
出

す
る
場
合

・
保
険
証
の
記
載
事
項
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
（
14
日
以
内
に
届
け
出

が
必
要
）

そ
の
他

1
国
保
へ
の
加
入
や
脱
退
な
ど
の
手

続
き
中
の
時
は
、
医
療
機
関
の
窓
口

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

2
保
険
証
は
、
被
保
険
者
の
証
明
書

で
あ
り
、
医
療
を
受
け
る
受
診
券
で

す
。
病
院
な
ど
に
預
け
ず
、
必
ず
手

元
に
保
管
し
て
大
切
に
扱
っ
て
く
だ

さ
い
。

3
保
険
証
の
裏
面
に
臓
器
提
供
の
意

思
表
示
欄
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

臓
器
移
植
へ
の
理
解
を
深
め
、
意
思

表
示
欄
へ
の
記
入
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。（
目
隠
し
シ
ー
ル
付
き
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
１
５
─８
６
４
０

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

保
険
年
金
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
４
３
）

↑この部分が紺色からエンジ色になります

　保険証の送付を簡易書留郵便にした
い人は、150 円の自己負担が必要に
なります。保険証と 150 円分の切手
を国保の窓口へ持参の上、３月 11日
（金）までにお申し込みください。
　郵便で申し込む場合は、任意の用紙
に「簡易書留郵便希望」と明記し、保
険証番号、世帯主氏名、住所、電話番
号を記入し、150 円分の切手を同封
の上、送付してください。
※３月 12日（土）必着

簡易書留郵便による送付を
希望する人へ

料金

広報いしおか３月１日号  №２５０　　４

区分
Ａ

石岡・八郷地区
での利用

Ｂ
石岡・八郷地区
の行き来

大人（中学生以上） 300 円 500 円

小学生／障害手帳所持
者やその介護者 100 円 200 円

未就学児
（保護者の同乗が必須） 無料 無料



家
庭
の
防
火
対
策
は
万
全
で
す
か
？

　

春
先
は
空
気
が
非
常
に
乾
燥
し
、

風
の
強
い
日
が
多
い
こ
と
か
ら
、
一

年
で
も
っ
と
も
火
災
が
起
こ
り
や
す

い
季
節
で
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
に
は
住
宅
用
火
災
警
報
器

　

住
宅
火
災
時
の
「
逃
げ
遅
れ
」
が

原
因
で
、
高
齢
者
の
死
傷
者
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
火
災
の
発
生
を
い
ち

早
く
知
ら
せ
て
く
れ
る
『
住
宅
用
火

災
警
報
器
』
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

地
震
に
は
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

　

地
震
に
よ
っ
て
発
生
す
る
火
災
の

６
割
以
上
が
電
気
を
原
因
と
す
る
電

気
火
災
で
す
。感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、

設
定
値
以
上
の
揺
れ
を
感
知
す
る
と

自
動
的
に
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
し
て

通
電
火
災
を
防
ぎ
ま
す
。

悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
！

　

防
災
関
係
者
を
名
乗
り
、
消
火
器

な
ど
の
防
災
機
器
を
不
正
販
売
す
る

業
者
が
い
ま
す
。
不
審
に
思
っ
た
場

合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部 

予
防
課

☎
２
７
・
６
１
２
５

　

 http://fd.city.ishioka.lg.jp

くらし
消 防

３
月
１
日
〜
７
日
は
、

　
　
　

春
季
全
国
火
災
予
防
週
間

福 祉
高 齢

地
域
見
守
り
活
動
協
定
で

　
　
　

見
守
り
体
制
の
強
化
を

　

市
で
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

や
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
て
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
を

訪
問
し
た
り
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
通
し
た
安
否
確
認
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
認
知
症
の
人
の
徘
徊
を
発

見
し
た
時
に
は
、
警
察
や
市
内
民
間

事
業
者
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
協
定
は
、
締
結
事
業
者
が
業

務
中
に
高
齢
者
な
ど
対
象
者
の
日
常

生
活
で
何
ら
か
の
異
変
を
察
知
し
た

場
合
、
市
に
連
絡
を
し
て
事
件
・
事

故
な
ど
を
未
然
に
防
ぐ
も
の
で
す
。

今
後
も
見
守
り
の
目
と
な
る
協
力
事

業
者
の
拡
大
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
３
５
・
１
１
２
７

住宅用火災警報器は、定期的に点
検ボタンを押して作動確認を行い、
電池切れに注意しましょう！

1寝たばこは絶対にやめる。
2ストーブは、燃えやすいものから離れ
た位置で使用する。
3ガスコンロの側を離れるときは、必ず
火を消す。

1住宅用火災警報器を設置する。
2防炎品の寝具、衣類、カーテンを使用
する。
3消火器を設置する。
4お年寄りや体の不自由な人を守るため
に、隣近所の協力体制をつくる。

全国統一防火標語

いのちを守る３つの習慣

いのちを守る４つの対策

『無防備な　心に火災が　かくれんぼ』
家庭の防火対策、万全ですか？

協定事業者名 よつ葉生活協同組合 新ひたち野農業協同組合

いばらきコープ生活協同組合
茨城新聞茨城会・㈲金子新聞店・
㈲エスケーエム・㈲小路新聞販売・
㈲好美・YC石岡西部

やさと農業協同組合

かもめガス㈱　 東京電力㈱茨城支店 公益社団法人茨城県医薬品配置協会

ヤマト運輸㈱茨城主管支店 水戸ヤクルト販売㈱ 綜合警備保障㈱茨城支社

東部瓦斯㈱茨城南支社 茨城県高圧ガス保安協会土浦支部・
石岡部会・八郷部会 ALSOK 茨城㈱

常総生活協同組合 ㈱常陽銀行石岡支店・柿岡支店・
石岡東支店

※日本郵便㈱は県との包括協定で
す。

生活協同組合パルシステム茨城 日本郵便㈱　※

平成 27 年協定事業者

水戸信用金庫石岡中央支店
茨城県信用組合石岡支店・
石岡東支店
明治安田保険相互会社
水戸支社石岡営業所
㈱セブンイレブン・ジャパン
住友生命保険相互会社
水戸支社
ジブラルタ生命保険

５　　広報いしおか３月１日号  №２５０

ＨＰ



ま のち わ だ い
楽しい行事や新しい活動など、身近な情報をお寄せください。

▲ならの木に紅白の餅を飾りつけました

　　域の課題は、 みんなで考える地

　

１
月
16
日
、
石
岡
ふ
れ
あ
い
の
里

ひ
ま
わ
り
の
館
で
「
石
岡
市
の
地
域

福
祉
を
考
え
る
集
い
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

石
岡
市
の
高
齢
化
率
は
29
％
と
全

国
平
均
を
上
回
り
、
人
口
の
減
少
も

進
む
一
方
。
こ
う
し
た
課
題
に
対
し

て
「
地
域
に
暮
ら
す
一
人
ひ
と
り
が

ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
か
」
を
考
え

て
い
く
た
め
の
初
め
て
の
試
み
と
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
６
０
０
人
が
来
場
し
、
各

世
代
の
代
表
の
皆
さ
ん
の
意
見
発
表

に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

▲高校生から高齢者まで、それぞれの立場で意見発表が行われました

　　技体を育てる！武道大会心

▲一矢一矢、精神を集中して射ます
　

12
月
６
日
、
石
岡
運
動
公
園
体
育

館
・
石
岡
商
業
高
等
学
校
を
会
場
に

石
岡
市
親
善
武
道
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
、
武
道
の
発
展

と
普
及
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、今
年
で
16
年
目
を
迎
え
ま
す
。

大
会
種
目
は
弓
道
・
剣
道
・
柔
道
の

三
つ
で
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
計

２
９
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
、
一
番
多
か
っ
た
参
加
者
の

種
目
は
柔
道
。
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
大
会
の
結
果

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
ま
す
。

　　どもたちに伝えたい、 地域行事子

　

無
病
息
災
や
五
穀
豊
穣
を
祈
り
小

正
月
に
行
う
「
な
ら
せ
餅
」。
か
つ

て
は
家
々
で
飾
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
で
は
飾
る
家
も
だ
い
ぶ
減
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
１
月
17
日
、
吉
生
小
学

校
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
関

係
者
・
地
域
住
民
の
有
志
の
皆
さ
ん

が
、
子
ど
も
た
ち
に
地
域
の
伝
統
行

事
を
体
験
さ
せ
よ
う
と
、
な
ら
せ
餅

飾
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
子
ど
も
と
大
人
が
一
緒
に

な
っ
て
の
餅
つ
き
。
直
径
５
セ
ン
チ

ほ
ど
に
丸
め
、
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に

な
ら
の
木
に
飾
っ
て
い
き
ま
し
た
。
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２
月
３
日
、
常
陸
國
總
社
宮
の
豆

ま
き
式
に
合
わ
せ
て
、境
内
に
て「
地

酒
で
一
斉
乾
杯
！
」
の
催
し
が
行
わ

れ
ま
し
た
。「
石
岡
の
地
酒
で
乾
杯

を
推
進
す
る
条
例
」
が
制
定
さ
れ
て

今
年
で
２
年
。
当
日
は
、
市
内
４
蔵

の
酒
樽
と
酒
瓶
が
展
示
さ
れ
、
各
蔵

の
皆
さ
ん
が
地
酒
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
歓
送
迎
会
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
す
。
秋
に
収
穫
し
た
新

米
で
こ
だ
わ
っ
て
造
っ
た
味
わ
い
深

い
旬
の
酒
を
皆
さ
ん
も
ご
賞
味
く
だ

さ
い
。
掛
け
声
は
「
石
岡
の
地
酒
で

乾
杯
！
」
で
。

▲神楽殿の前で来場した皆さんと一斉乾杯

　　岡の地酒で、 みんなで乾杯！石



▲ 800 年続くといわれる「真家みたまおどり」
　

１
月
14
日
、
県
立
歴
史
館
で
県
文

化
財
愛
護
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、

石
岡
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
の

川
井
正
一
さ
ん
が
県
教
育
委
員
会
か

ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

川
井
さ
ん
は
平
成
７
年
か
ら
20
年

に
わ
た
り
同
審
議
会
を
務
め
、
埋
蔵

文
化
財
な
ど
の
調
査
指
導
や
文
化
財

の
指
定
に
関
し
多
大
な
貢
献
を
し
て

こ
ら
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
今
回

の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
常
陸

国
府
跡
で
は
、
調
査
指
導
委
員
会
委

員
を
兼
任
さ
れ
、
国
指
定
の
際
に
は

市
へ
の
助
言
を
頂
く
な
ど
、
古
代
の

研
究
者
と
し
て
も
著
名
な
方
で
す
。

　

ま
た
同
日
、
真
家
み
た
ま
お
ど
り

保
存
会
に
は
知
事
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
「
ほ
ー
ぃ
ほ
い
」
と
い
う
掛
け
声

と
と
も
に
、
先
祖
の
御
霊
を
供
養
す

る
「
真
家
み
た
ま
お
ど
り
」
は
毎
年
、

８
月
15
日
に
真
家
地
区
の
寺
院
や
新

盆
の
家
で
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
起

源
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、
平
安
時
代
末

期
に
、
奈
良
県
の
長
谷
寺
か
ら
伝
え

ら
れ
た
と
さ
れ
、
市
内
で
唯
一
の
国

選
択
無
形
文
化
財
で
す
。
県
の
郷
土

民
俗
芸
能
の
集
い
な
ど
の
催
し
で
披

露
す
る
な
ど
、
そ
の
伝
承
に
努
め
て

い
ま
す
。

▲川井正一さん（左）と長谷川太洋さん（右・真家みたまおどり保存会 ）

　

１
月
20
日
に
県
庁
で
、
平
成
27
年

度
茨
城
県
統
計
功
労
者
表
彰
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
統
計
調
査
に

尽
力
し
た
方
々
が
表
彰
さ
れ
、
市
内

で
は
10
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。【
茨

城
県
知
事
表
彰
】
菱
沼
成
房
・
岡
野
栄

一
【
茨
城
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰
】
荻

沼
宏
積
・
花
和
清
治
・
荒
野
桓
一
・
石

上
光
雄
【
農
林
水
産
大
臣
表
彰
】
鈴
木

長
治
・
眞
家
彌や

た
ろ
う
太
郎
・
武
田
清
一
・
大

枝
昭
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

ま
た
、
式
典
の
中
で
平
成
27
年
春

の
褒
章
受
章
者
と
し
て
、
本も

と
ず圖

利
男

さ
ん
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　計調査員 10 人が功労賞受賞統

▲統計功労者表彰式に出席した受賞者の皆さん

　

11
月
29
日
、
中
央
公
民
館
で
八
郷

芸
能
祭
が
開
催
さ
れ
、
３
０
０
人
が

来
場
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
八
郷
芸
能
祭
実
行
委
員
会

が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
19
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

当
日
は
、
詩
吟
・
民
謡
・
舞
踊
の

愛
好
者
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
茨
城
県

の
民
謡
の
磯
節
な
ど
、
80
演
目
が
上

演
さ
れ
ま
し
た
。　

　

芸
の
道
は
一
日
に
し
て
な
ら
ず
。

訪
れ
た
人
は
、
舞
台
で
披
露
さ
れ
る

日
ご
ろ
の
稽
古
の
成
果
を
熱
心
に
鑑

賞
し
て
い
ま
し
た
。

▲三味線の音色に合わせて民謡を披露しました

　　演目を披露！八郷芸能祭80

文   化を守る―文化財保護に尽力した川井氏と、 真家みたまおどり保存会

７　　広報いしおか３月１日号  №２５０



石
岡
市
文
化
協
会

ま
ち
の
文
化
一
日
体
験

▼
市
民
の
皆
さ
ん
に
ま
ち
の
文
化
に

ふ
れ
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
時
／
３
月
27
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
／
石
岡
市
民
会
館

参
加
団
体
／
石
岡
囃
子
連
合
保
存
会

・
排
禍
ば
や
し
保
存
会
・
石
岡
三
曲

協
会
・
石
岡
大
正
琴
愛
好
会
・
や
さ

と
巨
樹
の
会
・
石
岡
俚
謡
会
・
日
本

将
棋
連
盟
石
岡
棋
友
会
支
部
・
石
岡

合
唱
連
盟
・
石
岡
盆
栽
菊
友
会
・
石

岡
遊
石
会
・
文
化
協
会
盆
栽
部
（
石

岡
支
部
）・
石
岡
茶
道
会
・
い
し
お

か
子
ど
も
劇
場
・
八
郷
写
真
ク
ラ
ブ
・

石
岡
市
日
本
舞
踊
研
究
会
・
石
岡
吟

詠
詩
舞
連
合
会
・
八
郷
吟
詠
会

※
詳
し
く
は
広
報
い
し
お
か
３
月
15

日
号
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

2
文
化
振
興
課
（
内
線
１
３
２
２
）

第
７
回
企
画
展

常
陸
国
府
と
瓦
塚
窯
跡

▼
平
成
19
年
度

か
ら
行
っ
た
瓦

塚
窯
跡
調
査
で

の
成
果
を
紹
介

し
、
常
陸
国
府
で
そ
の
時
何
が
起
き

て
い
た
の
か
を
考
え
ま
す
。

期
間
／
３
月
４
日
（
金
）
～
５
月
29

日
（
日
）
※
月
曜
日
は
休
館
（
月
曜

日
が
祝
日
の
時
は
そ
の
翌
日
）

場
所
／
ふ
る
さ
と
歴
史
館

時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ

2
文
化
振
興
課
（
内
線
１
３
２
４
）

平
成
28
年
度
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（一
般
）

応
募
資
格
／
22
歳
以
上
26
歳
未
満

※
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
院
の

修
士
課
程
か
専
門
職
大
学
院
の
課
程

を
修
了
し
た
人
ま
た
は
こ
れ
に
相
当

す
る
と
認
め
ら
れ
る
人
は
28
歳
未
満

（
平
成
29
年
３
月
学
位
取
得
見
込
を
含
む
）

受
付
期
間
／
３
月
１
日
（
火
）
～

５
月
６
日
（
金
）
締
切
日
必
着

第
１
次
試
験
／
５
月
14
日
（
土
）
筆

記
試
験
、
５
月
15
日
（
日
）
筆
記
式

操
縦
適
正
訓
練（
飛
行
要
員
希
望
者
）

最
終
合
格
発
表
／
【
陸
・
海
】
８
月

５
日
（
金
）【
空
】
９
月
２
日
（
金
）

採
用
時
期
／
平
成
29
年
３
月
下
旬
～

４
月
上
旬

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部 

土
浦

地
域
事
務
所

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
６
９
８
６

　

h
ttp

://w
w
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/
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▶認知症になっても住み慣れた石岡
市で安心して暮らすためには、認知
症の正しい知識や相談先、利用でき
る支援などについて知っておくこと
が大切です。「認知症あんしん便利
帳」は、これらの情報が掲載された
冊子で、希望者にお配りしています。
また、認知症に
関するご相談も
随時受け付けて
います。
■問い合わせ　
地 域 包 括 支 援
センター
☎ 35-1127

　　　「認知症あんしん便利帳」
の活用を

情報ネット
ワーク

information

市内の月間交通事故件数【１/31 現在】
・発生件数　　   26 件   （✚₅）
・死 者 数          ０人     （₀）
・負傷者数　　   38 人    （✚₈）
・物損事故　　 145 件  （︲₂₄）
※（　）内は前年比
■問い合わせ
石岡警察署 交通課　☎ 28‒0110

1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
石岡市公式ホームページ
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766

ＨＰ

募

集

イ

ベ

ン

ト

ＨＰ

また、認知症に
関するご相談も
随時受け付けて

広報いしおか３月１日号  №２５０　　８
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石岡市奨学生募集

受付期間／３月１日（火）～ 31 日（木）
申込資格／①平成 28 年３月末現在、
保護者が市内に１年以上在住し手いる
人②人物・学力ともに優秀で、経済的
理由から修学が困難な人③平成 28 年
度の高等学校または高等専門学校在学
者（予定者を含む）
採用予定人員／ 14 人　　
支給額／年額８万円
申込方法／募集要項を確認の上、願書
を添えて直接申し込み。
※願書などは、窓口か市ホームペー
ジからもダウンロードできます。
■申し込み・問い合わせ　
2 教育総務課（内線 1251）

　　　空家の状況調査への協力を

▶平成 27 年５月 26 日に「空家等対
策の推進に関する特別措置法」が施行
されたことに伴い、区長会の協力で空
家などの状況調査を行います。調査結
果は空家対策の重要な資料になります
ので、ご協力をお願いします。
期間／３月中 ※ 調査は都合により延
長する場合があります。
調査方法／各地区の区長による外観調査
※調査員（区長）は市が発行した調
査員証を携帯しています。調査で知り
得た個人情報を他に漏らしたり、不当
な目的で利用することはありません。
■問い合わせ
1 生活環境課（内線 146）

平
成
28
年
度
予
備
自
衛
官
補

　
　
　
　
　（一
般
・
技
能
公
募
）

▼
予
備
自
衛
官
補
と
は
、
将
来
予
備

自
衛
官
に
な
り
、
社
会
人
や
学
生
で

あ
り
な
が
ら
有
事
の
際
は
自
衛
官
と

し
て
社
会
に
貢
献
す
る
も
の
で
す
。

応
募
資
格
／
【
一
般
公
募
】
18
歳
以

上
34
歳
未
満
の
人
【
技
能
公
募
】
18

歳
以
上
（
保
有
国
家
免
許
資
格
に
応

じ
）
53
～
55
歳
未
満
の
人

訓
練
／
【
一
般
】
50
日
（
３
年
以
内
）

【
技
能
】
10
日
（
２
年
以
内
）

受
付
期
限
／
４
月
８
日
（
金
）
締
切

日
必
着

試
験
日
／
４
月
15
日
（
金
）
～
19
日

（
火
）
の
い
ず
れ
か
１
日

合
格
発
表
／
５
月
20
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部 

土
浦

地
域
事
務
所

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
６
９
８
６
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タ
ケ
ノ
コ
の
出
荷
制
限
が

条
件
付
き
解
除
に

▼
県
の
出
荷
前
検
査
を
行
い
、
基
準

値
（
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
）
以
下

だ
っ
た
も
の
は
出
荷
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

出
荷
ま
で
の
流
れ
／
①
生
産
者
登
録

の
手
続
き
（
電
話
で
受
け
付
け
）
→

②
出
荷
予
定
の
竹
林
ご
と
に
検
査
を

実
施
→
③
出
荷

※
②
実
施
時
に
は
、
検
査
用
試
料
と

し
て
１
㎏
程
度
の
細
か
く
刻
ん
だ
タ

ケ
ノ
コ
を
持
参
の
上
、
農
政
課
に
お

出
で
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

2
農
政
課
（
内
線
１
１
５
２
）

手
話
通
訳
者
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

▼
市
役
所
で
の
手
続
き
や
相
談
が
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
、
手
話
通
訳

者
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
事
前
に
登

録
す
れ
ば
、
市
役
所
以
外
の
場
所
に

手
話
通
訳
者
を
派
遣
す
る
制
度
も
あ

り
ま
す
。

市
役
所
安
心
し
あ
わ
せ
館

毎
週
月
曜
日
、
第
１
・
３
・
５
木
曜
日

八
郷
総
合
支
所

第
２
・
４
木
曜
日

※
い
ず
れ
も
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
（
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で

を
除
く
）
で
、
曜
日
は
変
更
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

1
社
会
福
祉
課
（
内
線
１
８
３
）

℻
２
７
・
５
８
３
５

2
市
民
窓
口
課
（
内
線
１
１
２
４
）

お

知

ら

せ

ＨＰ

９　　広報いしおか３月１日号  №２５０

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄



東
日
本
大
震
災
に
係
る
被
災
者
生
活

再
建
支
援
金
の
申
請
期
間
を
延
長

▼
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
は
、

地
震
や
豪
雨
な
ど
の
自
然
現
象
に

よ
っ
て
住
宅
に
著
し
い
被
害
を
受
け

た
世
帯
に
支
援
金
を
支
給
し
、
生
活

の
再
建
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。
対

象
と
な
る
の
は
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
住
宅
に「
全
壊
」「
大
規
模
半
壊
」

（
解
体
ま
た
は
大
規
模
修
復
を
要
す

る
も
の
）
の
被
害
を
受
け
た
世
帯
で

す
。
た
だ
し
、
半
壊
や
一
部
損
壊
の

住
宅
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

支
援
金
申
請
期
間
／

基
礎
支
援
金
・
加
算
支
援
金

平
成
29
年
４
月
10
日
（
日
）
ま
で

（
12
か
月
延
長
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

1
社
会
福
祉
課　
（
内
線
１
５
６
）

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
な
ど
へ
の

一
時
金
の
請
求
期
限
に
つ
い
て

▼
過
去
に
ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ
た

こ
と
が
あ
る
人
に
は
国
か
ら
補
償
金

（
和
解
一
時
金
）
が
支
払
わ
れ
て
い

ま
す
。

申
請
期
限
／
３
月
31
日
（
木
）

対
象
／
過
去
に
ハ
ン
セ
ン
病
に
か

か
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
で
補
償
金
を

受
け
取
っ
て
い
な
い
人

※
対
象
者
が
亡
く
な
っ
て
い
る
場
合

は
そ
の
法
定
相
続
人

■
相
談
窓
口
（
ハ
ン
セ
ン
病
の
補
償

金
に
つ
い
て
と
お
伝
え
く
だ
さ
い
）

・
公
益
財
団
法
人 

沖
縄
県
ゆ
う
な

　

協
会

☎
０
９
８
・
８
３
２
・
９
５
２
８

・
法
律
事
務
所

☎
０
９
８
・
９
３
８
・
４
３
８
１

・
厚
生
労
働
省
（
難
病
対
策
課
）

☎
０
３
・
５
２
５
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　

    

（
内
線
２
３
６
９
）

情報ネット
ワーク

information

お

知

ら

せ

1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766
石岡市公式ホームページ
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

　　　 国保税の納め忘れは
　ありませんか？

▶国保税の納期限を過ぎ１年以上納め
ないでいると、保険証が使えなくなる
代わりに「被保険者資格証明書」が交
付されます。これは医療費をいったん
全額支払い、未納の国保税に充てられ
るものです。すぐに納められない特別
な事情がある場合は、ご相談ください。

▶国保税は、指定した金融機関の預金
口座から納期ごとに自動的に振替納付
する口座振替が便利です。
金融機関／常陽銀行・筑波銀行・東日
本銀行・新ひたち野農業協同組合・や
さと農業協同組合・中央労働金庫・茨
城県信用組合・ゆうちょ銀行
※手続きには預金通帳・認め印・国
保税の納税通知書が必要です。

■問い合わせ
1 保険年金課（内線 136）

『石岡市合併 10 周年記念誌 
　ISHIOKA　SKETCH』好評発売中！

定価　700 円（税込）
販売場所　TSUTAYA ピアシティ石岡店、
TSUTAYA ヤマニ石岡店、アキヤマ書店、
たかぎ書店、イチムラ書店、なべや書店、
市役所（秘書広聴課）、支所（総務課）
■問い合わせ 1 秘書広聴課（内線 214）

広報いしおか３月１日号  №２５０　１０

広　告　掲　載　欄



茨
城
県
弁
護
士
会

　
　
　憲
法
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時
／
３
月
21
日
（
月
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場
所
／
つ
く
ば
国
際
会
議
場 

　
　
　

大
会
議
室
１
０
１

　
　
　
（
つ
く
ば
市
竹
園
２-

20-
３
）

講
師
／
半
田
滋
氏
（
東
京
新
聞
論
説

委
員
）、
井
筒
高
雄
氏
（
元
自
衛
隊

レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
員
）

演
題
／
「
我
々
は
安
保
法
制
と
ど
う

向
き
合
う
べ
き
か
」

※
講
演
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
と
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
す
。

入
場
料
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ

茨
城
県
弁
護
士
会

☎
０
２
９
・
２
２
１
・
３
５
０
１

結
婚
相
談
会

▼
ご
両
親
の
相
談
も
可
能
で
す
。

日
時
／
３
月
13
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
／
東
地
区
公
民
館

参
加
費
／
無
料　

持
参
す
る
も
の
／

身
上
書
、
写
真

（
Ｌ
伴
１
枚
）

申
込
方
法
／
直
接
お
出
で
く
だ
さ

い
。
予
約
は
不
要
。

主
催
／
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
石
岡

地
域
支
部

後
援
／
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
県
南

地
域
活
動
協
議
会
、（
一
社
）
い
ば

ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ

マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
石
岡
地
域
支

部
☎
２
３
・
３
８
２
９
（
大
内
）

無
料
税
務
相
談

▼
税
理
士
に
よ
る
相
談
会
で
す
。

日
時
／
４
月
５
日（
火
）・
12
日（
火
）・

20
日
（
水
）

場
所
／
関
東
信
越
税
理
士
会
土
浦
支

部
（
土
浦
市
民
会
館
東
隣
り
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

関
東
信
越
税
理
士
会
土
浦
支
部

☎
０
２
９
・
８
２
４
・
５
０
５
５

（
予
約
受
付
時
間
は
、
平
日
午
前
10

時
～
午
後
２
時
）

相

談

講

座

教

室

障がいのある人または
障がいのある人を養育している人へ

▶精神や身体に障がいのある 20 歳未満の児童を
家庭で養育している父母、もしくは父母に代わっ
てその児童を養育している人に次の手当が支給さ
れます。

障がいがある児童を養育する人へ

在宅で重度の障がいがある人へ

手当の名称 対象となる児童の障がいの程度 手当の額

特別児童
扶養手当

１級

身体障害者手帳の判定がおおむ
ね１・２級（内部的疾患を含む）
程度に該当するもの

対象児童
１人につき

月額
51,100 円

療育手帳の判定がＡ・Ａ程度の
知的障がいがある場合。または、
同程度の精神障がいがある場合

特別児童
扶養手当

２級

身体障害者手帳の判定がおおむ
ね３級（内部的疾患を含む）程
度に該当するもの

対象児童
１人につき

月額
34,030 円

養育手帳の判定がＢ程度の知的
障がいがある場合。または、同
程度の精神障がいがある場合

▶精神、または身体に著しい障がいがあるため、
日常生活で常時介護の必要な在宅の障がい者・障
がい児に次の手当が支給されます。

手当の名称 対象者 手当の額

特別障害者
手当

在宅の 20 歳以上で著しく重度の
障がいがあるため、日常生活に
常時特別な介護を必要とする人

月額
26,620 円

障害児福祉
手当

在宅の 20 歳未満の重度障がい
児で、日常生活に常時の介護を
必要とする人

月額
14,480 円

■申請・問い合わせ
1 社会福祉課（内線 183）

１１　広報いしおか３月１日号  №２５０

※いずれの手当の申請にも各種条件があります
ので、お問い合わせください。

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄



Inf
orm
atio
n

　今後、市役所で手続きする場合は、必要書類と
本人確認に加えて、マイナンバーの提示が必要に
なります。

介護・福祉
手続き 担当課

介護
保険

・介護認定・更新・区分変更の申請
・被保険者証等の再交付の申請
・負担割合証の再交付の申請 高齢

福祉課

介護
保険室

・負担限度額認定の申請
・負担限度額認定証の再交付の申請
・高額介護サービス費の支給申請
・特定福祉用具購入費の支給申請
・住宅改修費の支給申請

福祉

・身体障害者手帳の申請
・特別障害者手当、障害児福祉手当、福  
   祉手当の申請
・障害者総合支援法に基づく補装具費に 
   関する申請
・障害者総合支援法に基づく地域生活支 
   援事業に関する申請
・障害者総合支援法に基づく障害福祉 
   サービスの申請
・精神障害者保健福祉手帳に関する申請
・自立支援医療（更生医療、育成医療、
   精神通院医療）に関する申請
・障害児通所支援の給付申請
・特別児童扶養手当の申請

社会
福祉課

・戦没者等の遺族に対する特別弔慰金の
   請求
・生活保護の申請

税金
手続き 担当課

市民税

・市・県民税申告書の提出
・給与支払報告書の提出
・公的年金等支払報告書の提出
・軽自動車税減免申請書の提出 税務課

固定資
産税

・納税管理人申告書の提出
・償却資産申告書の提出
・固定資産税減免申請書の提出

子育て
手続き 担当課

給付・
届出

・児童手当の新規認定請求
・児童扶養手当の新規認定請求 こども

福祉課・幼稚園・認定こども園・保育所への入     
   所申し込み
・小児医療福祉費各種申請
・ひとり親家庭等医療福祉費各種申請
・妊産婦医療福祉費各種申請

保険
年金課

・母子健康手帳の交付申請（妊娠届出）
・未熟児養育医療の給付申請
・低体重児出生届 ( 出生連絡票）

健康
増進課

保険・医療
手続き 担当課

国民
健康
保険

・加入・脱退
・修学や施設入所のための市外転出
・被保険者氏名、世帯、住所、世帯主の変更
・特別療養費、移送費、高額療養費、高
　額 介護合算療養費の支給申請
・第三者行為による被害の届出
・被保険者証、高齢受給者証、被保険者      
　資格証明書の再交付申請
・限度額適用・標準負担額減額認定証、
　特定疾病療養受領証の交付
・一部負担金の免除等申請
・基準収入額適用申請
・出産育児一時金申請・葬祭費申請

保険
年金課

後期
高齢者
医療

・資格取得（75 歳到達の人を除く）、変
　更、撤回等の届け出
・被保険者証の再交付申請
・特定疾病療養受療証、限度額適用・標
   準負担額減額認定証の交付・再交付申請
・基準収入額適用申請
・高額療養費や補装具等の療養費の支給 
   申請

医療費
助成 ・重度障害者医療福祉費各種申請

暮らし
手続き 担当課

住民票
戸籍

・転入・転居・転出などの異動
・戸籍届出の氏名などの変更 市民課

市営
住宅 ・市営住宅への入居申請など 建築住宅

指導課

マイナンバーの記入や提示が
必要になる主な手続き＞＞

　手続きによって、マイナンバーの記入・提示の
必要な時期は異なります。

マイナンバーの
提示が必要です

1
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認

・
通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
、
マ
イ

　

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ

　

ン
バ
ー
付
き
の
住
民
票

2
本
人
確
認

・
運
転
免
許
証
ま
た
は
、
パ
ス

　

ポ
ー
ト
な
ど

※
顔
写
真
の
な
い
も
の
は
２
種

　

類
以
上
の
本
人
確
認
書
類
が

　

必
要
で
す
。

「マイナンバー
カード」があれば、
これ１枚で、12
どっちの確認もで
きちゃいますよ～

市役所で手続きする時は、
12の確認書類をお忘れなく !

※平成 28 年分以降の所得にかかる申告書から適用

※

広報いしおか３月１日号  №２５０　１２

■問い合わせ　政策企画課
　☎ 23‒1111（内線 225）



　

レ
ン
ガ
色
の
洒
落
た
５
階
建
て
の

ビ
ル
は
旧
双
葉
町
役
場
で
、
一
歩
中

へ
入
る
と
無
人
の
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー

が
並
ん
で
い
ま
す
。 

　

東
日
本
大
震
災
前
の
双
葉
町
は
、

人
口
７
千
人
を
超
え
て
い
ま
し
た
。

今
は
い
わ
き
市
と
郡
山
市
、
南
相
馬

市
、
加
須
市
、
つ
く
ば
市
に
役
場
機

能
を
移
転
し
、
計
６
千
２
０
０
人
の

町
民
が
分
散
し
て
住
ん
で
い
ま
す
。 

「
ず
っ
と
ふ
る
さ
と
。
双
葉
町
」
と

の
文
字
が
掲
げ
ら
れ
、
町
民
の
ふ
る

さ
と
に
対
す
る
切
実
な
思
い
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。 

　

茨
城
県
市
長
会
の
行
政
視
察
で
今

回
お
邪
魔
し
た
の
は
、
双
葉
町
と
福

島
第
一
原
発
で
、
そ
の
復
旧
・
復
興

の
様
子
と
町
民
の
生
活
支
援
、
絆
の

維
持
に
つ
い
て
見
聞
を
広
め
、
知
見

を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
し
た
。 

　

旧
役
場
の
屋
上
で
伊
澤
史
朗
町
長

は
、
海
の
方
を
指
さ
し
ま
し
た
。 

「
大
地
震
が
起
き
て
、

間
も
な
く
津
波
が
町
を

襲
い
ま
し
た
。
そ
し
て

決
定
的
だ
っ
た
の
は
原

発
事
故
で
し
た
」

　

三
つ
目
の
災
厄
は
町

を
居
住
困
難
に
し
、
今

な
お
そ
の
96
％
が
帰
還

困
難
区
域
で
、
４
％
が

避
難
指
示
解
除
準
備
区

域
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

目
の
前
に
広
が
る
荒

れ
果
て
た
田
ん
ぼ
や

畑
、
ひ
と
気
の
な
い
住

宅
地
や
商
店
街
は
、
静

寂
と
虚
無
感
に
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。 

　

ふ
る
さ
と
を
喪
失
す
る
こ
と
の
辛

さ
が
、
海
岸
線
の
立
枯
れ
の
松
林
を

前
に
し
て
、
痛
切
に
迫
っ
て
き
ま
し

た
。 

「
あ
の
建
物
の
３
階
部
分
ま
で
津
波

が
襲
っ
て
き
た
ん
で
す
」
と
案
内
者

の
説
明
で
す
。
砂
浜
の
奥
に
立
つ
町

営
の
マ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
に
は
、
被
害

の
爪
痕
が
今
も
残
っ
て
い
ま
し
た
。 

　

中
心
商
店
街
を
バ
ス
の
車
窓
か
ら

望
む
と
、
倒
壊
寸
前
の
店
舗
や
枯
れ

た
街
路
樹
、
放
置
さ
れ
た
乗
用
車
な

ど
、
廃
墟
と
化
し
た
街
並
み
が
次
々

に
現
わ
れ
て
は
消
え
去
り
ま
す
。 

　

Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
の
ホ
ー
ム
に
立
つ

と
、
さ
び
た
レ
ー
ル
と
そ
こ
こ
こ
に

自
生
し
た
松
の
緑
が
対
照
的
で
、
人

智
が
自
然
に
及
ば
ぬ
さ
ま
を
見
せ
つ

け
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。 

　

こ
こ
か
ら
南
へ
、
１
８
０
㎞
の
地

点
が
石
岡
駅
で
す
。
そ
の
こ
と
を
思

う
と
、
こ
の
原
発
事
故
は
決
し
て
遠

い
世
界
の
出
来
事
で
は
な
く
、
身
近

で
共
有
す
べ
き
恐
ろ
し
い
災
厄
な
の

で
す
。 

　

か
つ
て
私
は
東
海
村
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界

事
故
の
日
、
茨
城
大
学
で
講
義
を
予

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
岡
は
原
子
力
発
電
所
の
あ
る
東

海
村
ま
で
45
㎞
程
度
の
距
離
で
す
。 

　

被
曝
と
い
う
被
害
は
、
目
に
見
え

な
い
放
射
能
が
相
手
な
だ
け
に
、
油

断
で
き
ま
せ
ん
。 

　

市
長
会
の
バ
ス
は
、
身
体
と
車
両

の
被
曝
状
況
を
調
べ
る
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
場
を
経
て
、
い
よ
い
よ
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
に
近
づ
き
ま
し

た
。 

　

テ
レ
ビ
で
見
た
１
号
機
か
ら
４
号

機
の
建
ち
並
ぶ
構
内
に
入
る
と
、
緊

張
感
が
高
ま
り
ま
し
た
。 

　

し
か
し
、
構
内
は
除
染
が
進
み
、

放
射
性
物
質
の
濃
度
は
安
全
圏
内
に

あ
り
、
全
身
防
護
服
の
作
業
員
は
一

部
に
し
か
見
ら
れ
ま
せ
ん
。 

　

私
た
ち
見
学
者
は
、
マ
ス
ク
に
軍

手
、
ビ
ニ
ー
ル
の
靴
覆
い
だ
け
で
、

施
設
間
を
移
動
し
ま
す
。 

　

敷
地
の
い
た
る
所
が
建
築
ラ
ッ

シ
ュ
で
、
訊
け
ば
１
万
人
に
及
ぶ
関

係
者
が
こ
こ
で
復
旧
復
興
作
業
を
し

て
い
る
そ
う
で
す
。 

　

東
電
幹
部
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
廃

炉
に
向
け
た
作
業
は
30
～
40
年
か
か

り
、
そ
の
中
で
も
汚
染
水
対
策
は
大

き
な
課
題
だ
そ
う
で
す
。 

　

確
か
に
広
大
な
敷
地
の
い
た
る
所

に
巨
大
な
汚
染
水
タ
ン
ク
が
林
立
し

て
い
ま
す
。 

　

事
故
で
溶
け
た
燃
料
を
冷
や
し

た
水
と
地
下
水
が
混
ざ
り
、
１
日

３
０
０
ｔ
も
の
汚
染
水
が
発
生
し
て

い
て
、
そ
れ
が
巨
大
タ
ン
ク
の
連
続

増
設
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

放
射
性
物
質
の
除
去
か
ら
飛
散
防

止
、
海
域
遮
水
、
汚
染
水
対
策
な
ど
、

現
場
は
英
知
を
結
集
し
て
懸
命
の
努

力
を
重
ね
て
い
ま
す
。 

　

そ
の
上
で
、
平
穏
な
地
域
に
戻
る

の
に
は
半
世
紀
近
い
歳
月
が
か
か
り

そ
う
で
す
。 

　

視
察
を
終
え
て
、
バ
ス
は
原
子
力

発
電
所
を
後
に
し
ま
し
た
。
ひ
と
気

の
な
い
双
葉
町
の
夕
暮
れ
を
目
に

し
、
１
日
も
早
い
町
民
の
方
々
の
帰

還
と
町
の
再
興
を
願
わ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　

遠
く
に
阿
武
隈
の
山
々
が
見
え
ま

し
た
。
そ
の
山
容
は
穏
や
か
で
、
ふ

る
さ
と
の
復
興
を
優
し
く
見
守
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

市
長
日
記
24

２
月
２
日
（
火
）

福
島
第
一
原
発
と
双
葉
町

今
泉 

文
彦

文
と
写
真

▲マリーンハウス前で坪井かすみがうら市長と
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第
49
回
石
岡
地
方

　
　

中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

10
月
18
日
・
柏
原
テ
ニ
ス
場

男
子
の
部　

優　

勝
／
土
浦
六
中

準
優
勝
／
土
浦
五
中

第
３
位
／
土
浦
五
中
・
内
原
中

女
子
の
部　

優　

勝
／
霞
ヶ
浦
中

準
優
勝
／
千
代
田
中

第
３
位
／
土
浦
四
中
・
北
浦
中

石
岡
市
・
か
す
み
が
う
ら
市

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　

第
29
回
石
岡
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
大
会

11
月
29
日
・
石
岡
運
動
公
園
陸
上
競

技
場

１
・
２
年
生
の
部
・
個
人
競
走

第
１
位
／
佐
藤
剛
希

第
２
位
／
吉
田
陸
玖

第
３
位
／
中
村
悠
斗

男
子
３
・
４
年
生
の
部
・
駅
伝
競
走

第
１
位
／
東
成
井
ド
リ
ー
ム
ス

第
２
位
／
園
部
小

第
３
位
／
石
岡
東
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ

女
子
３
・
４
年
生
の
部
・
駅
伝
競
走

第
１
位
／
石
岡
Ｋ
Ｉ
Ｄ

男
子
５
・
６
年
生
の
部
・
駅
伝
競
走

第
１
位
／
杉
並
ラ
イ
オ
ン
ズ
Ａ

第
２
位
／
牛
渡
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

第
３
位
／
園
部
小

女
子
５
・
６
年
生
の
部
・
駅
伝
競
走

第
１
位
／
東
少
年
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

第
２
位
／
石
岡
Ｋ
Ｉ
Ｄ

第
３
位
／
東
成
井
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｌ
Ｓ　

Ａ

12
月
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

12
月
３
日

優　

勝
／
城
南
チ
ー
ム

準
優
勝
／
鹿
の
子
チ
ー
ム

12
月
８
日

優　

勝
／
鹿
の
子
チ
ー
ム

第
６
回
市
長
杯

　

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

12
月
19
・
20
日
・
石
岡
運
動
公
園
体

育
館

女
子
の
部

第
３
位
／
石
岡
Ｋ
Ｉ
Ｄ
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

第
30
回
石
岡
市
近
隣

　
　
　
　

親
善
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

12
月
13
日
・
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

優　

勝
／
Ｇ
Ａ‒

Ｓ
Ａ
（
石
岡
市
）

準
優
勝
／
さ
く
ら（
か
す
み
が
う
ら
市
）

第
３
位
／
ひ
ま
わ
り
（
石
岡
市
）・
さ

く
ら
（
土
浦
市
）

石
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　

本
部
長
杯
剣
道
大
会

１
月
17
日
・
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

３
年
生
以
下
の
部

優　

勝
／
窪
田
陽
斗

準
優
勝
／
笹
目
洵
耶

第
３
位
／
鈴
木
健
太
郎
・
田
能
巧
清

４
年
生
以
下
の
部

優　

勝
／
井
上
樹
愛
良

準
優
勝
／
飯
田
悠
太

第
３
位
／
木
村
学
慎

５
年
生
の
部

優　

勝
／
金
子
廉

準
優
勝
／
秋
山
千
里

第
３
位
／
小
島
涼
花
・
瀧
口
晴
翔

６
年
生
の
部

優　

勝
／
坂
本
悠
悟

準
優
勝
／
小
松
﨑
弘
哉

第
３
位
／
吉
川
陽
菜

団
体
の
部

優　

勝
／
林
少
年
剣
道
教
室
Ａ

準
優
勝
／
石
岡
東
剣
友
会

第
３
位
／
府
中
剣
友
会
Ａ

スポーツ情報
石岡運動公園　　　　　☎ 26-7210
八郷総合運動公園　　　☎ 43-6884
石岡海洋センター　　　☎ 23-5191
柏原野球公園管理事務所     ☎ 23-8158
朝日スポーツ交流施設　☎ 43-6884

結　

果

▶ゲートボールは日本で生まれ、今
では世界に広まっています。
　毎週火・土曜日に、鹿の子健康広
場で練習会をしています。体験して
みたい、体を動かしたいという人は
気軽にお出でください。
■申し込み・問い合わせ
石岡市ゲートボール協会（荒井）
☎ 26‒３５５３

　　　体育協会の団体紹介 19
ゲートボール部 会員募集

スポーツを楽しもう！

広報いしおか３月１日号  №２５０　１４



こころの体温計
▼携帯電話やパソコンを利用して気軽
にストレスや落ち込み度をチェック！
QR コードまたは下記アドレスから
ＨＰ https://fishbowlindex.jp/
ishioka/

石岡保健センター
☎ 24-1386　ＦＡＸ 24-4638 
八郷保健センター
☎ 43-6655　ＦＡＸ 44-1492

こころといのちの電話相談
毎月第２火曜日　午前９時
～正午、午後１時～４時

（八郷保健センター内）

健康ガイド

Health Guide

歯
科
講
演
会

▼
一
生
を
自
分
の
歯
で
暮
ら
せ
る
か

ど
う
か
は
、
乳
幼
児
期
の
歯
の
状
態

が
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
生
涯
使
う

永
久
歯
の
健
康
を
守
る
た
め
、
歯
科

講
演
会
と
フ
ッ
素
塗
布
を
実
施
し
ま

す
。
講
演
会
の
み
の
参
加
も
可
。

日
時
／
３
月
29
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

場
所
／
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
／
市
内
在
住
の
年
長
児
と
そ
の

保
護
者

講
師
／
足
立
宗
行
先
生
（
あ
だ
ち
歯

科
医
院
院
長
）

演
題
／
「
就
学
前
に
永
久
歯
を
む
し

歯
に
さ
せ
な
い
コ
ツ
」
に
つ
い
て

定
員
／
45
組
（
先
着
）

申
込
方
法
／
３
月
７
日
（
月
）
か
ら

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
ま
た
は

電
話
で
申
し
込
み
。

▼
各
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
人
は
３
月

31
日（
木
）ま
で
に
各
保
健
セ
ン
タ
ー

で
償
還
払
い（
銀
行
口
座
へ
の
振
り

込
み
）の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

大
人
の
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
助
成

対
象
／
妊
娠
を
予
定
ま
た
は
希
望
し

こころの健康相談
▶悩み事や心配事は一人で抱え込まず、
誰かに相談することが大切です。相談は
無料です。※要予約
日時・場所／
・３月  ３ 日（木）八郷保健センター
・３月 14 日（月）石岡保健センター
午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分

助

　成

て
い
る
女
性
と
配
偶
者
、
ま
た
は
妊

娠
し
て
い
る
女
性
の
配
偶
者

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
助
成

対
象
／
66
歳
以
上
で
、
任
意
高
齢
者

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
石
岡
市
医
師

会
に
加
入
し
て
い
る
医
療
機
関
以
外

で
接
種
し
た
人

二
種
混
合
予
防
接
種

対
象
／
市
内
小
学
６
年
生
（
平
成
15

年
４
月
２
日
～
平
成
16
年
４
月
１
日

生
ま
れ
）

接
種
時
期
／
３
月
31
日
（
木
）
ま
で

の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

接
種
方
法
／
指
定
医
療
機
関
で
の
個

別
接
種
（
予
約
制
）

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種
（
２
期
）

対
象
／
４
月
に
小
学
校
入
学
の
人　

（
※
年
長
児
：
平
成
21
年
４
月
２
日

～
平
成
22
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

接
種
時
期
／
３
月
31
日
（
木
）
ま
で

（
時
期
を
過
ぎ
る
と
自
己
負
担
に
な

り
ま
す
）

接
種
方
法
／
指
定
医
療
機
関
で
の
個

別
接
種
（
予
約
制
）

※
い
ず
れ
も
対
象
者
に
は
、
昨
年
の

４
月
上
旬
に
必
要
書
類
を
郵
送
し
ま

し
た
。
不
明
な
点
は
保
健
セ
ン
タ
ー

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

講
座
・
教
室

 

予
防
接
種

日
本
脳
炎
予
防
接
種

接
種
勧
奨
者
／
平
成
27
年
度
時
点

で
、小
学
４
年
生
と
18
歳
は
２
期（
４

回
目
）
が
対
象
で
す
。

接
種
時
期
／
３
月
31
日
（
木
）
ま
で

の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
平
成
17
年
か
ら
の
積
極
的
勧
奨
の

差
し
控
え
に
よ
り
、
日
本
脳
炎
の
予

防
接
種
を
受
け
る
機
会
を
逸
し
た
人

（
平
成
７
年
４
月
２
日
生
ま
れ
～
平

成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
は
、
20

歳
に
な
る
ま
で
４
回
を
定
期
接
種
と

し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３月は「自殺対策強化月間」です
▶環境の変化が起こりやすい３月に自殺者が増える傾
向があり、国では３月を「自殺対策強化月間」として
相談機関の周知など様々な取り組みを行っています。
ここ数年、全国の自殺者は３万人を下回りましたが、
依然として多くの人が自ら命を絶っていて、市でも毎
年自殺者が出るという現状があります。
　県では「いばらきこころのホットライン」を開設し、
うつ病などの精神疾患や、こころの健康に関する相談
を受けています。周りの人が気づくことで助かる命が
あります。悩みを抱えている人に紹介してください。
平日／☎ 029-244-0556
土・日／フリーダイヤル 0120-236-556
午前９時～正午、午後１時～４時
※祝日・年末年始は休みです
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情報センター
　　　ニュース

ま ち か ど

鈴
木
伸
子
植
物
水
彩
画
作
品
展

「
緑
の
風
に
の
っ
て

　〜
ふ
る
さ
と
に
咲
く
伸
子
の

　
　
　
　
　
　
　
　

  

花
た
ち
」

期
間
／
３
月
19
日
（
土
）

　
　
　

〜
26
日
（
土
）
午
後
５
時

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

▼
春
の
お
花
を
使
っ
て
バ
ス
ケ
ッ

ト
ア
レ
ン
ジ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
３
月
26
日
（
土
）　

1
午
前
10
時
2
午
後
３
時
30
分

定
員
／
各
５
人

費
用
／
２
８
０
０
円（
お
花
代
な
ど
）

講
師
／
山
崎
真
美
先
生

申
込
締
切
／
３
月
16
日
（
水
）

※
花
ば
さ
み
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
毎
月
第
３
土
曜
日
に
開
く
か
ら

３
・
土
・
市
（
サ
ン
ド
市
）。
趣
味

の
手
作
り
品
、
園
芸
品
な
ど
が
並
び

ま
す

日
時
／
第
３
土
曜
日  

　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所
／
香
丸
・
中
町
・
御
幸
通
り

の
参
加
店
前
、
ま
ち
か
ど
情
報
セ

ン
タ
ー

折
り
紙
教
室

　26
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
か
ら

ち
り
め
ん
小
物

　第
３
土
曜
日　

午

後
１
時
か
ら

心
と
体
の
健
康
相
談　

毎
週
水
曜

日　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

ま
ち
の
保
健
室　

20
日
（
日
・
毎

月
第
３
日
曜
日
）

ま
ち
か
ど
バ
ザ
ー
ル　

２
日
（
水
・

毎
月
第
１
水
曜
日
）
午
前
10
時
か
ら

※
出
店
自
由
、
参
加
者
募
集
中
！

開館時間 午前 10 時～午後８時
休館日 木曜　問い合わせ　☎ 27-5171
まちかど情報センター駐車場（向かい側）・
臨時駐車場（土橋通り）をご利用ください。

３月のコミュニティ 今月のサンド市は 19日

地域の元気の
出発点

－協働で取り組む現場から－
レポートNo.9

シルバーリハビリ体操

■問い合わせ
　地域包括支援センター
　☎ 35‒1127

▲手の平を返さないといったポイントを聞きな
がら、大胸筋のストレッチ。和気あいあいとし
た雰囲気で体操は進みます。

ギャラリー

康
寿
命
と
は
、
平
均
寿
命

の
う
ち
健
康
で
活
動
的
に

過
ご
せ
る
期
間
で
、
最
後
ま
で
自
分

ら
し
く
暮
ら
せ
る
か
の
鍵
に
な
る
指

標
。
全
国
平
均
を
上
回
る
29
・
１
％

と
い
う
高
齢
化
率
の
石
岡
市
に
と
っ

て
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
の
介

護
予
防
は
市
全
体
で
力
を
入
れ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　

10
年
に
わ
た
る
地
道
な
活
動
で
、

介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
き
た
の

は
、
石
岡
市
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

操
指
導
士
会
の
皆
さ
ん
。
シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
体
操
と
は
転
倒
を
予
防

し
、
日
常
の
動
作
に
必
要
な
筋
力
を

衰
え
さ
せ
な
い
た
め
の
運
動
で
す
。

現
在
、
地
区
公
民
館
や
集
落
セ
ン

タ
ー
な
ど
市
内
56
か
所
で
そ
れ
ぞ
れ

月
に
１
〜
２
回
、
１
時
間
程
度
の
体

操
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

会
長
の
永
井
さ
ん
は
「
車
を
持
た

な
い
人
で
も
、
歩
い
て
来
ら
れ
る
よ

う
な
場
所
で
開
催
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
10
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
で

あ
れ
ば
教
室
を
開
け
る
の
で
ぜ
ひ
申

し
込
ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

指
導
士
の
皆
さ
ん
は
、
無
理
な
く
進

め
て
く
れ
る
の
で
、
体
力
に
自
信
の

な
い
人
で
も
大
丈
夫
。
あ
な
た
の
地

域
で
も
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

健

▲体操の種類自体は、椅子に座ってする運動、
立ってする運動、寝てする運動など、92 種類
ほど。

広報いしおか３月１日号  №２５０　１６

鈴木伸子さん
神奈川出身で東京芸大卒、
結婚をきっかけに、井関の
畑で、身体が喜ぶ野菜を作
りながら創作活動を続け、
2014 年に風になる。

まちかど教室

ギャラリー

平
成
27
年
度
「
い
し
お
か
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
展
」

期
間
／
３
月
29
日
（
火
）
午
前
10

時
30
分
か
ら
〜
４
月
５
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分

指導士が皆さんの前で一緒に
ポーズをとるので難しくないですよ

肩痛、肩こり予防に

小学生から参加で
きます。親子でい
かがですか？



自
然
の
中
で
楽
し
く
子
育
て

ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ー
ナ
ー

11
月
15
日　

朝
日
里
山
学
校

「
森
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
と
、

ハ
ー
プ
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。
朝
日

里
山
学
校
の
木
造
建
物
の
一
室
で
行

わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
小
さ
な
お

子
さ
ん
を
連
れ
た
家
族
が
多
く
参
加

し
、
子
ど
も
た
ち
は
手
作
り
の
マ
ラ

カ
ス
で
ハ
ー
プ
と
合
奏
し
た
り
、
紙

や
さ
と
森
の
よ
う
ち
え
ん

～
あ
お
ぞ
ら
♪
～
の
取
り
組
み

芝
居
の
朗
読
を
興
味
津
々
に
聞
き
入

る
な
ど
、
親
子
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
こ
ん
な
に
近
い

距
離
で
、
プ
ロ
の
演
奏
を
親
子
で
楽

し
く
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

や
さ
と
森
の
よ
う
ち
え
ん
～
あ
お
ぞ
ら
♪
～
は
、
八
郷
地
区
を

中
心
に
保
育
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
「
豊
か
な
自
然
と
地
域
の
人

た
ち
に
包
ま
れ
て
ゆ
っ
た
り
と
子
ど
も
の
時
間
を
」
と
願
う
お
母

さ
ん
た
ち
に
よ
っ
て
平
成
26
年
に
設
立
さ
れ
た
団
体
で
す
。

　

今
年
度
に
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
茨
城
県
女
性
活
躍
推
進

企
画
提
案
支
援
事
業
の
認
定
を
受
け
、
二
つ
の
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
。

１
月
11
日　

恋
瀬
地
区
公
民
館

「
か
み
さ
ま
と
の
や
く
そ
く~

胎
内
記

憶
を
語
る
こ
ど
も
た
ち
～
」
上
映
会
・

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
に
よ
る
お
話
会
「
マ

マ
と
笑
い
た
く
て
生
ま
れ
て
き
た
よ
」

　

２
、３
歳
の
子
ど
も
が
胎
内
の
こ
と

や
出
産
時
の
こ
と
を
語
る
「
胎
内
記

憶
」
が
テ
ー
マ
。
参
加
し
た
多
く
の

皆
さ
ん
が
興
味
を
持
ち
、
そ
の
映
像

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
の
意
思
を
受
け
止
め
て
接

す
る
こ
と
、
子
ど
も
が
感
情
を
出
す

こ
と
の
大
切
さ
な
ど
、
子
育
て
の
ヒ

ン
ト
が
た
く
さ
ん
も
ら
え
ま
し
た
」

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

▲朗読とハープによる「ジャックと豆の木」 に
聴き入る子どもたち

▲胎内記憶と子育ての実践、インナーチャイルドをテーマにした
ドキュメンタリー映画に見入る参加者

１７　広報いしおか３月１日号  №２５０

茨城県男女共同参画
推進員を募集

募集期限≫≫≫≫≫

３月 18日（金）
※当日消印有効

ＨＰ

応
募
資
格

　

県
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人
で
、

男
女
共
同
参
画
の
理
念
を
よ
く
理
解

し
、
そ
の
推
進
の
た
め
に
活
動
す
る

意
欲
が
あ
る
人
。

※
地
方
公
共
団
体
の
長
、
議
員
は
推

進
員
に
な
れ
ま
せ
ん
。

活
動
内
容

〇
地
域
情
報
の
提
供
・
広
報
誌
の
配

布
な
ど
の
啓
発
活
動

〇
「
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
」
な

ど
で
の
啓
発
協
力

〇
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
相
談
窓

口
な
ど
の
紹
介

〇
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
地
域
で
の

各
種
自
主
活
動　

応
募
方
法

　

所
定
の
申
込
書
と
レ
ポ
ー
ト
を
直

接
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
書
式
は
県
女
性
青
少
年
課
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

◎
レ
ポ
ー
ト
の
テ
ー
マ

「
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め

に
必
要
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

（
４
０
０
字
以
上
）

公
募
結
果
・
委
嘱

　

応
募
者
の
中
か
ら
選
考
を
行
い
、

委
嘱
し
ま
す
。
結
果
は
４
月
に
文
書

で
通
知
し
ま
す
。

※
推
進
員
へ
の
報
酬
・
旅
費
な
ど
の

費
用
弁
償
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
知
事
公
室
女
性
青
少
年
課
女
性
プ

ラ
ザ
男
女
共
同
参
画
支
援
室

☎
０
２
９
・
２
３
３
・
３
９
８
２

℻
０
２
９
・
２
３
３
・
１
３
３
０

　

http://w
w

w
.pref.ibaraki.jp/

bugai/josei/danjo/danjo-index.
htm

l

▲黒板でのプログラム案内



図
書
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

　

図
書
の
有
効
活
用
の
一
環
と
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
除
籍
し
た
本

を
無
償
で
提
供
し
ま
す
。
図
書
が
な

く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。
持
ち
帰

り
用
の
袋
を
持
参
の
上
、
ぜ
ひ
お
出

で
く
だ
さ
い
。　
　

日
時
／
３
月
12
日
（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所
／
中
央
図
書
館
３
階 

読
書
室

対
象
／
市
内
在
住
の
人

※
住
所
が
確
認
で
き
る
も
の
（
保
険

証
・
運
転
免
許
証
・
学
生
証
・
図
書

館
利
用
カ
ー
ド
な
ど
）
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

年
間
貸
出
ラ
ン
キ
ン
グ

　

昨
年
、
貸
出
が
多
か
っ
た
ベ
ス
ト

５
位
ま
で
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
す
。

◎
一
般
書

１
位　

村
上
海
賊
の
娘 

上
巻　
　

　
　
　
　
　
　

和
田
竜
／
著　

51
回

２
位　

銀
翼
の
イ
カ
ロ
ス　
　

                  

池
井
戸
潤
／
著　

49
回

３
位　

村
上
海
賊
の
娘　

下
巻　
　

　
　
　
　
　
　

和
田
竜
／
著　

46
回

４
位　

マ
ス
カ
レ
ー
ド
・
ホ
テ
ル　

　
　
　
　
　

東
野
圭
吾
／
著　

44
回

５
位　

う
ち
の
３
姉
妹　

⑮　
　

　
　
　

松
本
ぷ
り
っ
つ
／
著　

41
回

◎
児
童
書

１
位　

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
き
ょ
う

　
　
　

ふ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト　
　

61
回

２
位　

１
０
０
か
い
だ
て
の
い
え　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

60
回

３
位　

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
き
ょ
う

　
　
　

ふ
の
サ
ッ
カ
ー　
　
　

52
回

４
位　

だ
る
ま
さ
ん
が　
　
　

51
回

５
位　

新
・
ウ
ォ
ー
リ
ー
ハ
リ
ウ
ッ

　
　
　

ド
へ
い
く　
　
　
　
　

50
回

５
位　

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
き
ょ
う

　
　
　

ふ
の
大
ジ
ャ
ン
プ　
　

50
回

◎
Ａ
Ｖ

１
位　

は
っ
ぱ
っ
ぱ
カ
ル
タ
だ
れ
の

　
　
　

こ
え
？　
　
　
　
　
　

43
回

２
位　

が
ん
ば
る
も
ん　
　
　

42
回

２
位　

は
み
が
き　

し
ゅ
こ
し
ゅ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

42
回

時
憶記
の

文化振興課
シリーズ122

☎43-1111
（内線1324）

　

昨
年
11
月
、
石
岡
市
に
新
た
な
指

定
文
化
財
が
誕
生
し
ま
し
た
。
根
小

屋
の
泰た
い
ね
い
じ

寧
寺
の
本
尊
で
あ
る
十
一
面

観
音
坐
像
で
す
。

　

こ
の
仏
像
は
、
こ
れ
ま
で
聖
観
音

菩
薩
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
平
成
26
年
に
修
理
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
頭
頂
部
に
化け
ぶ
つ仏
と
呼
ば
れ
る

小
さ
な
仏
像
を
取
り
付
け
て
い
た
痕

跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
頭
頂
部
に

化
仏
を
付
け
て
い
る
仏
像
、
十
一
面

観
音
菩
薩
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
の
で
す
。
14
世
紀
中
頃
の
製

作
で
、
作
風
か
ら
は
院
派
系
と
呼
ば

図
書
館
つ
う
し
ん

　

図
書
館
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」・「
紙
芝

居
」・「
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
」
な
ど
楽
し

い
お
は
な
し
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
央
図
書
館 

２
階
視
聴
覚
室

《
３
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
５
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

《
ひ
よ
こ
の
お
は
な
し
か
い
》

・
10
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

《
３
月
の
お
は
な
し
会
》

・
19
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

中
央
公
民
館

《
３
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
12
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
か
ら

※
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
で
も
参
加
で
き
ま

す
。（
30
分
程
度
）

れ
る
流
派
の
仏
師
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

泰
寧
寺
は
城
里
町
石
塚
の
城
主
で

あ
っ
た
石
塚
氏
ゆ
か
り
の
寺
院
で
、

石
塚
氏
は
佐
竹
宗
義
が
１
３
６
２
年

に
石
塚
の
地
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に

よ
り
石
塚
氏
を
名
乗
っ
て
い
ま
す
。

佐
竹
氏
が
常
陸
国
を
統
一
す
る
と
、

石
塚
氏
は
１
５
９
５
年
に
根
小
屋
の

片
野
城
を
与
え
ら
れ
、
こ
の
地
に

移
っ
て
い
ま
す
。
泰
寧
寺
も
石
塚
氏

の
移
転
に
伴
っ
て
片
野
城
近
く
に
引

か
れ
た
寺
で
す
。

　

佐
竹
氏
は
、
寺
院
の
造
営
を
数
多

く
行
っ
て
お
り
、
そ
の
本
尊
と
し
て

院
派
系
仏
師
に
よ
る
造
仏
を
活
発
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
仏
像
は
、
泰
寧
寺
が
石
塚

の
地
に
あ
る
と
き
に
作
ら
れ
、
現
在

の
地
に
と
も
に
移
っ
て
き
た
こ
と
が

推
測
で
き
ま
す
。
城
里
町
か
ら
石
岡

市
へ
―
戦
国
時
代
の
動
乱
を
物
語
る

資
料
と
言
え
ま
す
。

戦
国
時
代
の
動
乱
を
物
語
る

泰
寧
寺　

　
　

木
造
十
一
面
観
音
坐
像

■
問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館 

　
　
　
　
　
　
　

☎
２
４
・
１
５
０
７

　
　
　
　
　
　
　
　

http://lib.city.ishioka.lg.jp/

ＨＰ

３月の休館日

７日

14日

21日

22日

28日

31日

４
位　

で
か
で
か
あ
り
が
と
う　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

40
回

５
位　

う
た
お
う
！
ク
リ
ス
マ
ス　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

32
回

▲頭頂部の化仏取り付け痕▲頭頂部の化仏取り付け痕痕痕
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川　

又　

関　

清
志

夫
婦
筑
波
に　

ち
ら
つ
く
小
雪

　

衣
替
え
す
る　

初
化
粧

下　

林　

加
藤　

弥
生

東
北
被
災
地　

吹
雪
に
耐
え
て

　

夢
を
抱
い
た　

陽
が
昇
る

　

 　
　

 　

 　

国　

府　

篠
原
美
千
代

夢
の
新
居
に　

笑
顔
が
揃
い　
　
　
　

　

差
し
つ
差
さ
れ
つ　

初は

る春
の
酒

　

 　
　

 　

 　

杉　

並　

助
川　

浩
史

靴
も
ス
ー
ツ
も　

新
調
さ
れ
て

　

祝
う
就
職　

初
詣

　

 　
　

 　
　

国　

府　

大
西　

和
子

遠
く
な
っ
た
ね　

昭
和
の
記
憶

　

コ
ン
ロ
火
鉢
に　

炭
起
こ
し

　

 　
　

 　

 　

若　

松　

川
崎　

洋
子

雪
の
ニ
ュ
ー
ス
に　

慌
て
る
我
ら

　

北
の
人
に
は　

笑
わ
れ
る

　
　
　
　
　

 

南　

台　

月
乃
香
俱
耶
姫

友
と
笑
え
ば　

幸
せ
予
感

　

心
爽
快　

澄
み
わ
た
る

　

 　
　

 　

 　

石　

岡　

石
塚　

芳
華

友
と
湯
治
の　

ま
あ
る
い
会
話

　

丸
い
背
中
の　

外
は
雪

　

料
理
教
室

　
　
　
　
　
　
　

  　

助
川　

浩
史

　

石
岡
ハ
ー
モ
ニ
ー
ネ
ッ
ト
の
谷
島

朋
子
会
長
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
。「
今

年
は
何
人
か
男
性
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
よ
」
と
言
う
の
で
参
加
す
る
こ

と
に
し
た
。
一
昨
年
の
初
回
は
男
六

名
参
加
だ
っ
た
が
、
昨
年
は
男
の
申

し
込
み
は
私
一
人
な
の
で
不
参
加

に
し
た
。
い
く
ら
図
々
し
い
私
で
も

二
十
数
名
の
女
性
た
ち
の
中
に
黒
一

点
で
調
理
室
に
い
る
こ
と
に
は
抵
抗

を
感
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

十
二
月
十
九
日
、
国
府
地
区
公
民
館

に
お
い
て「
元
気
を
つ
く
る
料
理
教
室
」

が
行
わ
れ
た
。
男
性
三
名
・
女
性
二
十

数
名
。
講
師
は
大
岡
芳
子
さ
ん
を
含
む

五
名
の
先
生
方
の
ご
指
導
で
あ
っ
た
。

　

レ
シ
ピ
は
ク
リ
ス
マ
ス
と
正
月
が

近
い
の
で
そ
れ
に
合
っ
た
４
品
で

あ
っ
た
。「
中
華
風
炊
き
込
み
お
こ
わ
」

「
水
菜
の
サ
ー
モ
ン
チ
ー
ズ
ロ
ー
ル
」

と
サ
ラ
ダ
、
デ
ザ
ー
ト
な
ど
で
あ
る
。

　

私
は
茨
城
に
単
身
赴
任
で
四
年
、

定
年
後
十
七
年
、
計
二
十
年
以
上
も

自
慢
じ
ゃ
な
い
が
独
り
暮
ら
し
で
炊

事
を
し
て
い
て
料
理
は
元
来
好
き
で

あ
る
。
み
ん
な
で
和
気
あ
い
あ
い
と

料
理
を
し
て
い
た
。
作
っ
た
も
の
を

美
味
し
く
頂
き
、後
片
付
け
も
終
わ
っ

た
頃
、
先
生
が
私
に
「
ど
う
で
し
た
」

と
聞
い
た
の
で
「
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
」
と
笑
え
た
。

　

 　
　
　
　

 

東
石
岡　

長
谷
部
ミ
イ

ひ
と
り
で
は
上
手
く
貼
れ
な
い
湿
布
薬

左
右
の
肩
が
痛
む
夜
に
は

　

 　
　

 　
　

 

茨　

城　

大
澤　

酉
雄

ど
ん
よ
り
と
曇
れ
る
田
圃
の
空
の
下
男

が
ひ
と
り
歌
唄
い
お
り

　
 　

　

 　
　

 

井　

関　

木
間
塚
具
子

高
齢
の
母
よ
り
苗
を
託
さ
れ
た
菊
食
す

れ
ば
秋
ほ
ろ
に
が
し

府　

中　

赤
津
美
智
子

初
風
呂
に
余
命
の
弾
み
つ
け
に
け
り

泉　

町　

石
神　

秋
羅

去
年
今
年
ま
と
い
し
老
い
に
さ
か
ら
わ
ず

貝　

地　

小
池
つ
と
夢

金
婚
の
暮
し
倹つ

ま

し
き
福
寿
草

石　

岡　

前
川　

豊
美

皆
同
じ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
着
ぶ
く
れ
て

府　

中　

土
井　

湧
輔

退
屈
て
ふ
無
駄
は
木
に
な
し
冬
芽
立
つ

俳　
　

句

文
化
協
会
だ
よ
り

市
民
ず
い
ひ
つ

　

 　
　

 　
　

 

石　

岡　

外
川
な
を
み

じ
い
の
あ
と
継
ぐ
よ
と
相
馬
野
馬
追
い

に
懸
け
る
少
女
の
瞳
か
が
や
く

　

    　

 　
　
　

泉　

町　

藤
岡
み
つ
子

痴
呆
な
ど
遠
く
あ
れ
よ
と
媼
ら
は
今
日

も
は
げ
め
り
ぬ
り
絵
に
算
術

短　
　

歌

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

や
さ
と
俳
句
会

　
　
　
　
　

   

片　

岡　

馬
場　

小
零

列
び
ゐ
る
日
の
静
け
さ
や
初
暦

　
　
　
　

   　

  

柿　

岡　

野
村　

京
子

持
っ
て
行
け
飼
料
袋
の
太
き
暦

                  

宇
治
会　

秋
山　

享
弘

八
十
路
坂
登
頂
め
ざ
す
初
暦

　

　

　

　

　

　

 

石
岡
短
歌
同
好
会

八
郷
短
歌
会

　

 　
　

 　
　

 
月　

岡　

菱
沼
む
免
子

初
春
の
愛
宕
神
社
の
し
だ
れ
梅
ほ
の
か

に
香
る
一
輪
二
輪

　
　
　
　
　
　

 

片　

野　

小
野
瀬
も
と

庭
隅
に
植
え
し
す
み
れ
の
と
り
ど
り
に

彩
を
放
ち
て
可
憐
な
る
か
な

　

 　
　

 　
　

柿　

岡　
小
林　

渥
子

米
の
減
り
早
い
と
笑
ふ
吾あ

こ子
の
ゐ
て
男を

の

子
三
人
い
ま
伸
び
盛
り

俚　
　

謡

投
稿
作
品

石
岡
俚
謡
会

石
岡
俚
謡
会

　

都
々
逸
の
創
始
者
で
あ
り
、
稀
代

の
音
曲
家
と
し
て
一
世
を
風
靡
し
た

初
代
都
々
一
坊
扇
歌
が
晩
年
を
過
ご

し
、
没
し
た
地
が
石
岡
で
す
。
七
・

七
・
七
・
五
の
独
特
の
節
回
し
を
巧
み

に
操
り
な
が
ら
、
時
に
幕
政
批
判
に

お
よ
び
、
江
戸
を
追
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
も
眠
る
石
岡
の
地
で
、
都
々
逸

の
歴
史
を
連
綿
と
受
け
継
い
で
き
た

の
が
石
岡
俚
謡
会
で
す
。
市
内
で
も

最
も
歴
史
の
あ
る
文
化
団
体
の
一
つ

と
し
て
今
も
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

市
民
会
館
で
毎
月
第
２
日
曜
日
に

開
く
月
例
会
は
、
持
ち
寄
る
作
品
を

味
わ
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
評
し

合
う
知
の
ゲ
ー
ム
場
で
す
。
絶
好
の

頭
の
体
操
と
し
て
、
お
年
寄
り
か
ら

若
手
世
代
に
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、会
員
は
70
人
お
り
ま
す
が
、

七
・
七
・
七
・
五
の
リ
ズ
ム
に
乗
せ
て
、

一
緒
に
俚
謡
を
楽
し
む
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
特
に
若
い
世
代
の
入

会
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
興
味
の

あ
る
人
は
、
次
の
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
入
会
は
随
時

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

助
川
☎
２
４
・
２
２
３
７

文
芸
い
し
お
か

　
　
　
　
　
　

 
北
府
中　

大
村
み
ち
ゑ  

清
新
の
水
な
み
な
み
と
初
詣

　
　
　
　
　

   
  

真　

家　

川
﨑　

夫
久

生
き
る
に
は
曲
り
角
あ
り
秋
の
空

　
　
　
　
　

    

東
成
井　

小
島　

せ
ん

新
年
を
迎
い
て
心
改
ま
り
佳
き
年
願
い

心
は
げ
ま
す

　
　
　
　
　
　

 

山　

崎　

荒
井　

幸
子

健
や
か
に
日
々
を
過
ご
せ
る
幸
せ
を
胸

に
刻
み
て
還
暦
迎
ふ

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
作
品
（
俳
句
・

短
歌
・
俚
謡
・
市
民
ず
い
ひ
つ
）
を
募
集

し
ま
す
。
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
送
付
先　

〒
３
１
５
─８
６
４
０

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

石
岡
市
役
所
市
長
公
室
秘
書
広
聴
課
「
文

芸
い
し
お
か
コ
ー
ナ
ー
」
係
ま
で

１９　広報いしおか３月１日号  №２５０



鈴木 美
み ゆ

結ちゃん（２歳７か月）

　わが家のアイドル（未就学
児）を募集しています！お子
さんの成長の記念にいかがで
すか？
　掲載を希望する人は、秘書
広聴課にご連絡ください。市
のホームページ（広報いしお
か→わが家のアイドル申請用
紙）からも申込用紙をダウン
ロードできます。

■問い合わせ　秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 213）
     http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

荒谷 リコちゃん（11 か月）

わが家のアイドル

平成28年3月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎23‐1111　内線213　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1

ホームページアドレスhttp://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールshichoushitsu@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　
　　　 環境にやさしい大豆インキを使用しています。

〈表紙の写真〉
　石岡市合併 10周年の最後を飾るのは、石岡市民でつくるミュージ
カル。龍神山を舞台にしたオリジナルの脚本でお届けします。
　演じるのは小学生から 70代までの総勢 35人。市内の小学校に通
う 14人の子どもたちもミュージカルに初挑戦。
　３月 13日（日）に、石岡市民会館で開演。石岡市の新たな 10年
の幕開けは、子どもたちの元気な歌声とともに始まります。

てき

材
料
（
４
人
分
）

し
ん
じ
ょ

エ
ビ
８
匹
（
１
６
０ｇ
）・
レ
ン
コ

ン
１
４
０ｇ
・
は
ん
ぺ
ん
80ｇ
・
枝

豆
（
冷
凍
）
20
粒
（
40ｇ
）

あ
ん

　

水
２
０
０
㎖
・
め
ん
つ
ゆ
30
㎖
・{
片

栗
粉
大
さ
じ
１
・
水
小
さ
じ
１}

ゆ
ず
の
皮
適
量

作
り
方

①
れ
ん
こ
ん
は
、
汚
れ
た
と
こ
ろ
を

取
り
除
き
皮
ご
と
す
り
お
ろ
す
。

②
は
ん
ぺ
ん
と
海
老
（
半
量
）
を
包

丁
で
細
か
く
切
る
。

③
①
と
は
ん
ぺ
ん
を
よ
く
混
ぜ
合
わ

（エネルギー、99kcal、塩分０.7g）

　　　　海老入りレンコンしんじょ

もちもちとした食感を楽しめる一品です。

せ
る
。
そ
の
後
、
細
か
く
切
っ
た
海

老
（
半
量
）
と
枝
豆
を
合
わ
せ
る
。

④
③
を
４
つ
に
丸
め
る
。

⑤
④
を
蒸
し
器
で
火
が
通
る
よ
う
加

熱
す
る
。

⑥
合
わ
せ
あ
ん
を
作
る
。

⑦
最
後
に
刻
ん
だ
ゆ
ず
の
皮
を
散
ら

し
て
で
き
あ
が
り
。

☝
ポ
イ
ン
ト

　

平
成
27
年
食
改
養
成
講
習
受
講
生

が
考
え
た
レ
シ
ピ
の
一
つ
で
す
。
少

な
い
材
料
で
、
簡
単
に
お
い
し
く
作

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

幸せは食事から
ヘルスメイトの
レシピ紹介

柿岡
外で遊ぶのが大好きです。最
近はおしゃべりが上手になり
ました。元気に女の子らしく
可愛く育ってね。

総社
岩手から石岡に来たばかりだ
けど、毎日元気で笑顔が得意
です。お父さんとたくさんダ
ンスしようね。

栄養成分（１人分）

み ゆ
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